
　篠山城周辺の町並み整備（舗装の美装化、無電
柱化）も進められ、城下町の景観も大きく変わろ
うとしています。そこで、市民の皆さんも改めて、
丹波篠山観光を楽しんでみませんか？
　今回、新しく販売される「御城印」をきっかけに、
丹波篠山が誇る２つのお城をリポートします！

問い合わせ　篠山城大書院☎︎552-4500

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、篠山城大書院は５月６日まで臨時休館となります。
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　1609年、徳川家康の命により、大阪城の包囲と
豊臣家ゆかりの西日本の諸大名を抑える拠点とす
るために篠山盆地に築かれました。
　大書院は約260年間にわたって藩の公式行事な
どに使用。明治維新となり廃城令後も、城建物の
中ではただ一つ残され、小学校や女学校または公
会堂などに利用されてきました。昭和19年１月に
惜しくも焼失するも、平成12年４月に復元再建さ
れました。
　昭和31年には、国の史跡に指定。平成18年には、
財団法人日本城郭協会が選定した「日本100名城」
にも選ばれています。

　八上城は、戦国時代に多紀郡（現丹波篠山市）を
支配した波多野氏の５代にわたる居城です。「細川
両家記」などによれば、大永６年（1526）に「八上
城」とあり、このころには築城されていたそうです。
天正３年（1575年）に織田信長の命を受けた明智光
秀による攻略が開始され、天正７年（1579年）に落
城。多くの逸話を残し、波多野氏は滅亡しました。
　平成17年、中世の山城にも関わらず、戦国時代
初期から後期、さらに近世城郭の発祥期までの歴
史を刻む、数多くの遺構が往時のままに残ってい
る点が評価され、国の史跡に指定されました。

リポーター

畑畑
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弘弘
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恵恵
ええ

さん（北新町）さん（北新町）

「大書院の甲冑着付け体験」。有名武
将の甲冑を着て、写真撮影が楽しめます
（有料・予約制、※当日予約可）

そうだ！そうだ！
おお城城に行こうに行こう

【写真＝初回限定版御城印 】【写真＝初回限定版御城印 】

御城印は、篠山城大書院内で
5月から販売予定
ご期待ください！
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